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日野原克明

105歳を迎える私の微妙な心情をたとえる
なら､｢いのちという宝船に乗っている｣､そんなイメージです｡この船には強力なエンジンがあるわけでもなく､積み荷もわずかです｡けれど大きなうちわで風を送る程度の動力でも､静かにゆっくり進んでいくことができるのです｡そんな船でも海原へ出れば､私にとっての新しい世界が目の前に､1つまた1つと広がっ

ていきます｡この先には大きな嵐が待ち構えているかもしれませんが､それでも私は宝物を載せているような満ち足りた思いで､今日に至るまで､大海原での航海を続けているのです｡
けオデジャネィ.ロのオリンピック､パラリン

ピックをテレビで楽しみ､2020年の垂吊大
老響遼レ巌じ思し常そ竃まで箸か

ljijができれば､私個々の年には1郎針歳とい
うことになります｡最高齢の日本人は整､弁償は腰児琶LTか鹿町藍をん､身性は垂尽在住の112嵐の吉田さんと執じられ､先

尤肯く先輩方の存在は励みになります0

月本が長席国となった要因は､医療の発展に
限らず､健康管理についての情報の普及･啓発

巣乱川と思います019引か幹代から､国立

絵と題字･小田桐昭

に精密検査を受け､

病気の早期発見につなげIf

垂歪1病院内斜属島の小山善之氏と､続iで勢胤取囲断線腎科医良だった私が普及にk'升j打跡が人跡ドitクです｡白覚症状がないうち

る｡機器が進歩し､今では半日で全身のチェックが受けられるなど1層身近になっていますo
とはいえ私のように105歳にもなると､正

常値とか平均値という数値だけで健康を計ることはできません｡それらは大抵､働き盛りの人たちを目安に設定されたものだからです｡では軌跡釧榊がど'hやってhhAilの鯨鼠を知るのかiJ言え嘩Y1..ズ.I(牛｢私が陳鼠ijと思fn東敵も町もの顎瑚議か盟の硯矧蒸すのです.つまり私が私の身体を感じとるセンサーを鋭く研ぎ澄ますoそれを心筋けるしかありませんo
医師である私が､今では自らの健康観を数値

より日々の気持ちの持ち方に兄いだしているこ

鴇艮髄招択紺AJ. A);･)班S.…相
乗りとしての勘を頼りに､少しの風もうまくと

節. j婚頂た大海を進み続けていく

(聖路加国際病院名書院長)
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間もなく私の誕生日｡10月4日で105歳に
暫す｡塾熟れ総称の墓は鄭略取計り

方で1.号】on邸つまり4千T.以上の大きな
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泉ん坊だった掌つで;その後の幼児期も､西郷隆盛にたとえられるような､どこか貫禄のある戯郵貯っ.誓うですo現代の小児医学では､肥満児は生活習慣病のリスクが高くなるので要注意とされていますが､肥満児だった私が､とう

とう105歳を迎えるというわけです｡
最近の私の健康状態について､読者の皆様に義常uまず.人の名前や地名が思い出せな

い､メガネやケータイを置き忘れた､勘違いや患い込みをしていた-- ｡そんな､昔はしなか
.nた苦労をすることも増えてはいますoけれど

着替えや洗面､入浴などは､家族の手も借りながら何とか～一人で出来ていますから､自分としては｢まだまだ大丈夫-｣と胸を張れます｡
104歳を振り返っても､車椅子を使いこな

しっつ､全国各地の｢新老人の会｣の地方支部フォーラムへ講演に出かけ､医学や看護に関する学会での講演や教会での説教など､多忙で充実した1年間でした｡そして10月4日以降もまた､いくつもの予定が手帳に書き込まれている

絵と題字･小田桐昭

-ことしみじみ思い

す｡その一方で､実は

｢さて､私は本当に重層なのだろうか?｣と立ち止まって考えてい蚤｣とも事実なのです｡
｢もっと生きたい

醇
いうのは､私の本音で

ので､そのことも良い緊張感を生んでいます｡
何より今年もまた既に大勢の方から｢おめで

とう｣と祝福され､｢私は何という幸せ者か

す｡これは皆さんにはいかにも私の｢欲望｣のように受け取られる血もしれません.ですが､考えてみれば人間というものは､｢せっかく与えられたいのちなのだから､最後まで生き抜きたい｣と自然と思うものではないでしょうか｡特に私は日頃から｢いのちの授業｣で､10歳の子どもたちに｢いのちという､それぞれに与えられた時間を､自分以外の誰かのために使って生きて欲しい｣と呼びかけているので､なおさら自分白身が範を示さなくてはなりません｡
この不思議な気持ちは何なのかと思っている

と､先日､こんな具体的なイメージが頭の中にひらめきました?い打ちという宝船に乗って大海原を進む｡たとえるなら､それが今の私の心情ですo　　　　　(聖路加国際病院名誉院長)


